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2Hp-4　　 車いす使用者家庭のサニタリー空間計画（1）―住宅改善と介助の実態からー
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【目的】車いす使用者の住宅環境は、車いすの行動特性に合うように改造・改善が行われ

るのが一般的である。本研究は車いす使用者家庭の住居に必要な基礎的資料を得ることを

目的とする。本報では、特にバリアが多いとされるサニタリー空間に焦点を当て、車いす

使用者家庭の生活上の問題点や車いすを使用しない家族の生活意識等について報告する。

【方法】関東地域に居住している、脊髄損傷による車いす使用者のいる家庭５例を対象に、
サニタリー空間（トイレ、浴室、洗面所）に関する実態調査及びヒアリング調査を実施し

た。調査実施時期は1999 年６月～10 月である。なお調査対象の車いす使用者はすべて男
性であり、家族はすべてその妻である。

【結果】すべての家庭でサニタリー空間の改造・改善が行われているにもかかわらず、車

いす使用者、家族ともに不便さを感じているのが実状である。車いす使用者が日常生活上

不可能だと思う行為としては、車いす使用者が「掃除全般」をあげているのに対し、家族

は1  名のみである。介助については、車いす使用者（全員）、家族ともにサニタリー空間

の使用に当たっての「介助は必要ない」とする者が多い。しかし掃除行為は家族が担当し

ているのが実状であり、この行為については両者共に介助の一つであるとはとらえていな

い。なお現在の生活に対し家族は、家族としてのまとまり、やさしさ、生活に対する意識

の向上など精神的側面については肯定的に評価しているが、今後高齢になったときの介護
負担や災害が起こったときの避難などの側面についての不安を感じている。
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目的　本研究は、戦後の復興住宅として開発され、昭和40 年代には建替えられた大規模団地で

ある戸山ハイツを対象とし、高齢化の実態に沿った住環境整備および生活支援のあり方を探るこ

とを目的としている。特に、現状を調査し今後の住環境整備に繋げる研究の前段階として、大都

市の中心部に位置する大規模団地である戸山ハイツの人口・世帯特性を分析し、その特性を踏ま

えて高齢化の現状と把握及び課題の提出を行う。

方法　2000 年５月から ６月にかけて新宿区役所において、住民基本台帳から戸山ハイツの居住

者を対象に性別・生年月日の転記を行った。その後、入手した資料をもとに、男女別年齢構成、

世帯構造の整理を行い、65 歳以上の居住者のいる世帯を抽出した。人口構造を捉え比較するため

に、全国は1995 年の国勢調査より、東京都は2000 年９月時点の人口推計から、新宿区は1999

年の住民基本台帳の人口構成を使用した。

結果　 全国・東京都及び新宿区の人口年齢分布と比較すると、戸山ハイツの居住者の人口分布は、

50 才代以降高齢者に至る年齢層の人口が突出し､ 逆に働き盛りの若い一般世帯の8､40 代及び10

歳以下子どもの人口比率が落ち込み、きわめて歪な人口構造であることが認められた。戸山ハイ

ツの高齢居住者の７割は単身者と２人世帯が占めることがわかった。また、後期高齢者の割合が

高く、特に女性の単身高齢者、5､60 代の高齢予備軍の存在が大きいといえる。高齢世帯はエレベ

ーターの付設されていない中層住棟１階に居住する割合が高いことが認められたが、エレベータ

ーのない中層上階に居住する高齢者もかなり存在していることが明らかとなった。尚、この研究

は戸山ハイツ研究会（佐々波、小川、中村、松本）との共同研究である。
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